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「
な
ん
じ
ぃ
」で
ー
び
る
。

 

ゆ
た
し
く
。

作者：藤谷真衣子さん（石川県、20歳、大学生）
豊かなヒゲと小麦色の肌。無口で神出鬼没で
すが、活動的で運動神経抜群。よく海で遊ん
でいる「なんじぃ」です。

選定理由：キャラクターにあまり登場する事
がないお年寄りがモチーフであるところがユ
ニークである。のんびりと、あまりでしゃば
ることもなく、でも、いつも私たちのそばに
寄り添っていてくれる、心の支えとなってい
る、そんな「おじぃ」のキャラクター。様々
な年齢層の人々が、それぞれの役割を果たし、
世代間が交流して豊かな街づくりを推進して
いく、そんな象徴となるキャラクターである。

ハートロゴ＆キャラクター
おひろめ。

作者：宇佐美朋子さん
　　　（東京都、30歳、イラストレーター）
南城市のハートの地形をハイビスカスの花
びらで表現しました。花粉は４つの地域、
花芯は久高島を表し、それぞれが朝陽の昇
る東へ向くことで、ハイビスカスのように
華やかで力強く、心温かで光り輝く南城市
の未来を表現しています。

選定理由：南城市の地形のハートと、市の
花であるハイビスカスを組み合わせたデザ
インの明快さが評価された。ハートの輪郭
は手書きの線のように表現されており、素
朴で力強く、あわせて可愛らしさをも強調
させている。心温かな南城市のイメージを
捉えたシンプルで明快なマークであり、様々
な場面での活用・展開の可能性が広がる。
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な
ん
じ
ょ
う
の
未
来
を
語
る
会
９
月
７
日
、
玉
城
中
央
公
民
館
に
て
。

　南城市の未来像と課題解決について、市民が主体
的に討論や提案をする「なんじょうの未来を語る会」
が行なわれました。なんじょう♥市民大学の学生な
ど、市民が中心となった実行委員会が主催。古謝市
長も出席し、市民と語り合いました。皆さんが描い
た「10年後の南城市」を見ていきましょう。

７つのテーマに分かれて議論・発表を行ないました。

古謝市長の
コメント

福
祉

農
業

漁
業

ま
ち
お
こ
し
②

子
育
て

ま
ち
お
こ
し
①

観
光

み
ん
な
、
生
涯
現
役
。

各
字
区
で
問
題
を
解
決
。

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
や

病
気
を
抱
え
た
人
で
も
、
地
域

の
人
と
一
緒
に
住
み
慣
れ
た
所

で
暮
ら
せ
る
南
城
市
。

漁
業
は
お
金
が
か
か
る
。

モ
ズ
ク
が
安
定
す
る
と
・
・
・

地
域
で
助
け
合
い
、
字
区
単
位

で
課
題
を
解
決
し
て
い
く
。

健康で生涯働け
る場所づくり、
健康づくり。

媒体をもっと活用！

生涯、役割があ
る地域。

バリアフリー
化。

お互いの顔と名
前が分かるよう
に。

行政やいろんな組織と組合が協力しあって！

プロボノを活用し
手づくり・健康の
まちづくり

¡ゴミ拾いなど個々人ができることをする。
¡自然を大切に（不必要なものは作らない）。
¡あいさつを大切にする。
¡街をきれいに。子どもたちへの贈り物。
¡観光と連携し花いっぱいのまちづくり。

¡直売所に活気
¡働く場所が増える
¡お金を産む産業があ
る（自然エネルギー等）

¡観光とリンク
¡大里77号線とイオン
の相乗効果

¡高齢者がこどもへ学習支援
¡環境教育の充実
¡子ども中心の地域行事の活性化
¡地域で子どもを守り育てる

¡企画・プロデュー
サーの育成

¡学校と地域が連携
¡子どもたちの生活
リズムの確立

¡世代間で恊働

¡もっと新聞へ情報を流す
¡テレビドラマのロケ地に
¡インターネットで海外へも

もっと滞在してもらう！

¡市内／近隣の巡回バスの運行
¡市民も市内で遊んでいるか？

空き家活用

天ぷらのまち

市主催の
釣り大会

公民館やコミュ
ニティカフェで
異世代交流。

子どもたちの居
場所作り。

文化

自然

ビ
ジ
ネ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

プロボノとは、各分
野の専門家が、職業
上持っている知識・
スキルや経験を活か
して社会貢献するボ
ランティア活動。

＝清掃活動などを通し、地域で子供を育てる運動

花 と 果 樹 が
いっぱいの南
城市 自然エネル

ギー

海 産・植 物
資源の活用

自然図鑑

自然と文化を
軸にした
まちおこし

産業

守る

回遊性

南城ファンを増やす！

¡ミーハー、リピーター、移住者を増やす
¡観光ガイド養成
¡民泊の促進

ファン

地域資源を大切に！

¡海や緑の自然の美しさ
¡伝統の文化・芸能
¡沖縄の精神や神文化
¡大里城跡の重要性

発信

人材育成

子ども

CGG（クリーン・グリーン・グレイシャス）復活

¡0～18歳を見通した子
育て支援

¡育児の応援をする組織
があれば

¡児童館の充実（プログ
ラム、設置数）

¡子育てに関するお金の
補助等の充実

子育て支援の充実

¡子育てに関する情報の
発信

¡子育てマップ（地域で
の子育て）

子育て情報の発信

¡子どもを中心としたコ
ミュニティの場

¡相談できる人が近くに
いる

¡大人も子どもも地域に
誇りを持っている

子育てしやすい地域

¡体験型学習の充実
¡自然を活かした教育
¡文化財に誇りを持ち、
精神文化を発信

¡歴史・文化の継承
¡各学校の特色ある教育

市の特色を活かす

¡親子で楽しめるイベントを。
¡礼節を重んじる地域。
¡子どもたちが安心安全に放課後が過ごせる場

ふれあいの場づくり

¡設備投資ができる
¡若い人が増える
¡雇用も増える
¡酒も飲む（笑）
¡飲食店も儲かる
¡生活が安定するの
で嫁が増えて子ど
もも増える

¡税収が増える

モ
ズ
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
！

そ
の
た
め
に
は

さ
ら
に
・
・
・ ¡

モ
ズ
ク
の
特
産
品
化

¡

商
品
開
発

¡

学
校
給
食
で
の

　

利
用
促
進

モ
ズ
ク
は
冬
場
な
の
で
、
夏
場
に
収

穫
で
き
る
魚
を
放
流

し
て
ほ
し
い
。

参加者の
感想

▲

いろんな立場のいろんな意見を聞く事ができた 

▲

自分たちのまちのことを自分たちで考える事は大切だ

と思う 

▲

まちづくりは市民参加型により、より活性化する 

▲

もっと若者の参加がほしい 

▲

まちの問題・課

題が共有できた 

▲

各人の思いが恊働の力となって南城が住みやすい地域になることを感じた

９
の
課
題
と
提
案

① 

モ
バ
イ
ル
型
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
。

② 

農
業
体
験
学
習
の
充
実
。

③ 

安
全
・
安
心
な
農
業
生
産
。

④ 

流
通
の
多
様
化
。

⑤ 

農
業
者
の
組
織
づ
く
り
。

⑥ 

南
城
市
産
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
。

⑧ 

遊
休
地
の
有
効
活
用
。

⑨ 

共
同
で
加
工
施
設
の
整
備
。

⑦ 

ハ
ー
ド
面
の
充
実
（
施
設
、
水
）。

遊休地は貸し借りがスムーズ
に行なわれるよう税制を含め
た制度設計が必要と考えま
す。加工施設に関しては農産
物のカットセンターができな
いか検討しています。

まちおこしは地域資源の
活用が大切。自然エネル
ギーを含め、沖縄らしさ
を追求するという視点
で、環境都市を目指して
頑張っています。

モ
バ
イ
ル
型
マ
ル
シ
ェ
と
は
、

移
動
形
式
の
市
場
の
こ
と
。

地域ぐるみでの
子育てが大事。

久高島留学センターや民泊など
で南城に宿泊した子どもたちは
第二のふるさととして南城の応
援団になっています。大里城跡
は当時最大規模の城。国指定を
目指しています。

ブランド化に向けて地域で
しっかりとスクラムを組んで
いきましょう。南城のモズク
加工場は衛生管理が良いと
有名。

障がいを個性と見て、しっか
りとバリアフリーに対応して
いきます。
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なんじょう日記

ホームページなら
より新鮮・充実。

ふ
る
さ
と
伝
統
芸
能

▲ 

今
年
で
16
回
目
と
な
る
大
里
中
学
校
の

「
ふ
る
さ
と
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」
が
同
校

の
体
育
館
で
行
わ
れ
、
生
徒
が
各
地
区
ご

と
に
22
の
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
伝
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い

る
ま
つ
り
で
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各
支
部
ご
と

に
上
級
生
と
下
級
生
が
一
緒
に
な
っ
て
地

域
の
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
す
。

　
教
え
る
の
は
地
域
住
民
。
夏
休
み
期
間

中
を
活
用
し
て
練
習
を
行
い
ま
す
。

　
孫
の
獅
子
舞
を
観
覧
に
来
た
当
間
区
在

住
の
玉
城
康
伸
・
照
子
ご
夫
妻
は
、
涙
を

浮
か
べ
そ
の
雄
姿
に
感
動
し
た
様
子
。
若

い
こ
ろ
は
ご
自
身
も
獅
子
舞
を
舞
っ
て
い

た
康
伸
さ
ん
は
「
上
等
！
」
と
太
鼓
判
を

押
し
て
い
ま
し
た
。

▼ 

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
絶
景
ス
ポ
ッ
ト

「
知
念
岬
公
園
」
で
大
観
月
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
民
有
志
が
主
催
し
、
今
年
で
８
回
目
。

知
念
岬
公
園
を
知
っ
て
も
ら
お
う
、
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
、
有
効
に
活
用
し
て
も
ら

お
う
と
始
め
た
も
の
。

　
実
行
委
員
長
の
金
城
兵
順
さ
ん
は
「
近

く
に
あ
る
世
界
遺
産
・
斎
場
御
嶽
に
は
よ

く
人
が
来
る
が
、
知
念
岬
公
園
に
も
ぜ
ひ

多
く
の
人
が
来
て
ほ
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　
市
民
が
各
地
区
の
伝
統
芸
能
や
民
謡
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
な
ど
を
披
露
。
多
く
の

人
が
来
場
し
、
心
地
よ
い
海
風
に
吹
か
れ

な
が
ら
歌
い
、
踊
り
、
月
夜
の
知
念
岬
公

園
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

9/4

岬
公
園
大
観
月
会
9/10

新
百
歳
！ 

万
歳
！ 

今
で
も
達
者
！

◀ 

敬
老
の
日
を
前
に
、
古
謝
市
長
は
市
内

の
新
百
歳
か
ら
希
望
の
あ
っ
た
御
三
方
を

慶
祝
訪
問
し
ま
し
た
。

　
仲
村
サ
ワ
イ
さ
ん
（
左
写
真
）
は
本
土

か
ら
沖
縄
へ
お
嫁
に
。
現
在
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
通
う
の
が
楽
し
み
。

　
知
念
ト
キ
さ
ん
（
左
下
写
真
）
は
今
で

も
ビ
ー
ズ
を
使
っ
た
お
守
り
を
手
づ
く
り

さ
れ
て
い
て
、
訪
問
し
た
職
員
全
員
に
お

守
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
小
山
松
三
さ
ん
（
右
下
写
真
）
は
地
区

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。「
百
歳
を
果
た
し
え
た
喜
び
は
こ
の

▶ 

比
嘉
エ
レ
ナ
（
写
真:

右
）

さ
ん
よ
り
南
城
市
の
子
供
達

の
英
語
教
育
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
で
使

用
す
る
グ
ッ
ズ
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。

　
比
嘉
エ
レ
ナ
さ
ん
は
日
系

２
世
の
ボ
リ
ビ
ア
出
身
で
現

在
中
城
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

佐
敷
出
身
の
古
謝
久
子
さ
ん

と
縁
が
あ
り
、
南
城
市
に
寄

贈
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
嶺
教
育
長
は
「
貴
重
な

物
を
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、

子
供
達
の
異
文
化
教
育
に
役

立
て
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ハローウィンのグッズ！

玉城グスクの絵画

◀ 

わ
ら
び
神
研
究
会
代
表
の

我
喜
屋
末
子
さ
ん
（
写
真
：

前
列
左
）
が
市
長
室
を
訪
れ
、

玉
城
グ
ス
ク
を
描
い
た
玉
城

尚
寛
氏
の
絵
画
２
点
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

9/15

9/20

9/8

活躍、続々。

▲ 佐敷中学校吹奏楽部が沖縄県吹奏楽
コンクールで金賞、南九州地区吹奏楽
コンテストで県代表として初めて 1 位
となる最優秀賞を獲得。

▲ 船越ホワイトタイガースが第１９回
九州選抜学童野球大会で準優勝。

▲ 第 10 回みのうカップ（福岡県）に
おいて大里南小学校ミニバスケット
ボールチームが九州大会制覇。屋宜光
樹君が今大会で最優秀選手に選ばれま
した。

▲ 第５７回沖縄県青年大会で南城市バ
レーボールクラブが見事優勝。11 月
11日から開催される全国青年大会への
派遣も決定しています。

上
な
い
」
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
末
現
在
、
市
内
百
歳
以
上
は
56
名
、

新
百
歳
は
17
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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◀ 

本
市
は
小
学
校
外
国
語
活
動
が
完
全
実

施
と
な
る
今
年
４
月
よ
り
、
文
部
科
学
省

よ
り
「
教
育
課
程
特
例
校
」
の
認
定
を
受

け
、他
地
区
に
比
べ
小
中
学
校
の
英
語(

外

国
語
活
動)

の
授
業
時
間
数
を
増
や
し
、

独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
英
語
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
8
月
に
は
大
里
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
小
学
校
教
諭
を
対
象
に
、
指
導
法

の
向
上
と
資
質
向
上
を
目
的
に
終
日
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
市
内
よ
り
31
名
の
先
生

方
が
イ
ギ
リ
ス
人
の
講
師
に
よ
る
オ
ー
ル

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
ど
の
先
生
方
も
熱
心
に
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
、
最
新
の
英
語
指
導
法
の
習
得
に

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲ 

新
し
い
南
部
家
畜
セ
リ
市
場（
糸
満
市
）

に
て
、
第
６
回
南
城
市
畜
産
共
進
会
が
行

わ
れ
、
和
牛
38
頭
、
山
羊
31
頭
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　
古
謝
市
長
は
挨
拶
の
中
で
、
基
金
を
活

用
し
品
質
の
高
い
種
牛
の
購
入
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
の
中
に
た
だ
一
人
子
ど

も
の
姿
が
。
大
里
南
小
５
年
生
の
城
間
瑠

依
く
ん
。
愛
牛
「
ゆ
め
さ
つ
き
」
に
、
毎

日
え
さ
を
あ
げ
た
り
散
歩
を
し
て
い
る
の

だ
そ
う
。
日
々
の
世
話
が
評
価
さ
れ
、
肉

用
牛
若
雌
第
１
類
で
見
事
優
等
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　南城市市民平和の日選定委員の辞
令交付式が行われました。
　戦後６５年以上が過ぎ、悲惨な戦
争の記憶が風化されつつある現代に
おいて、家族や友人、地域などで改
めて｢平和｣について考える機会とし
て、市独自の平和の日を制定します。

　奥武島の港に新しい物揚場が整備
され、完成祝賀会が開催されました。
　新物揚場の整備にあたっては、当
初、2007年の台風で港が災害に遭っ
た際、視察に訪れた当時の高市沖縄
担当大臣に古謝市長が直接物揚場の
整備を要請したことがきっかけに
なっています。
　古謝市長は「地域の問題を共有で
きていたから要請できた。意見交換
しながら情報共有をすることが大切」
とあいさつしました。

　南城市子ども会育成連絡協議会主
催の第 6 回南城市親子野球大会で、
大里ベースボールキッズが優勝（写
真）、知念イーグルスが準優勝をおさ
めました。

外
国
語
活
動
研
修

8/22

◀ 

南
城
市
商
工
会
女
性
部
（
部
長
：
山
城

百
合
子
）
は
、
交
通
安
全
普
及
事
業
の
地

域
社
会
福
祉
の
一
環
と
し
て
、
部
員
一
人

一
人
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
に
塩

を
入
れ
て
黒
と
赤
の
テ
ー
プ
で
巻
い
て
作

成
し
た
『
交
通
安
全
た
い
こ
』
の
お
守
り

を
作
成
し
ま
し
た
。

　
一
年
生
の
皆
さ
ん
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
お

守
り
が
飾
ら
れ
、
安
全
に
毎
日
が
過
ご
せ

る
事
を
願
い
、
南
城
市
内
９
小
学
校
の
一

年
生
の
み
な
さ
ん
に
、
合
計
４
６
９
個
の

お
守
り
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
大
人
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
を
悲
し

ま
せ
な
い
た
め
に
も
、
飲
酒
運
転
、
二
日

酔
い
運
転
は
絶
対
に
避
け
、
安
全
運
転
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

▶ 

南
城
市
佐
敷
に
か
つ
て
あ
っ
た
馬
天
劇

場
。
そ
の
跡
地
で
「
復
活
！
馬
天
劇
場
」

と
称
し
た
露
天
上
映
会
が
行
わ
れ
、
地
域

住
民
が
夏
の
星
空
の
下
、
ア
ニ
メ
等
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
「
津
波
古
11
班
と
い
ち
会
」

の
玉
寄
兼
次
会
長
と
高
江
洲
順
達
さ
ん
は

「
馬
天
劇
場
が
11
班
の
一
番
の
地
域
資
源
。

当
時
、
劇
場
が
あ
る
の
は
南
部
で
も
糸
満

と
馬
天
く
ら
い
だ
っ
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ

は
番
台
の
目
を
盗
ん
で
入
場
し
た
り
し
た

の
を
覚
え
て
い
る
よ
（
笑
）」
と
懐
か
し

そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

心
こ
め
た
お
守
り

復
活
！
馬
天
劇
場

9/21

9/8

9/13

9/11

市
畜
産
共
進
会
で
希
望
の
星
！

9/2

海岸景観保全へ市民協力

8/26

8/26

▲ 

沖
縄
県
総
合
運

動
公
園
に
お
い
て
沖

縄
県
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
各
福

祉
事
務
所
、
障
害
者

福
祉
施
設
24
チ
ー
ム

の
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
南
城
市
福
祉
事
務

所
チ
ー
ム
は
選
手
16

人
、
家
族
・
民
生
児

童
委
員
等
23
人
の
応

援
団
が
参
加
し
、
陸

上
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
、
水
泳
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
９

月
４
日
）
競
技
へ
参

加
、
多
く
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。

▲ 

南
城
市
の
美
し

い
海
岸
景
観
や
サ
ン

ゴ
礁
、
背
後
の
農
地

を
守
る
た
め
、「
海

岸
モ
デ
ル
清
掃
」
が

百
名
海
岸
（
中
山
海

岸
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
域
住
民
や
市

商
工
会
建
設
部
会
、

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
、
県
測
量
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

協
会
、
市
役
所
、
南

部
農
林
土
木
事
務
所

な
ど
か
ら
約
３
５
０

人
の
参
加
が
あ
り
、

漂
着
物
や
ゴ
ミ
な
ど

の
収
集
、
下
草
刈
り

な
ど
を
行
い
ま
し

た
。 

多くのメダル獲得！

9/11

︿
な
な
な
な
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
と
は
﹀

　
は
じ
め
ま
し
て
。
南
城
市
大
里
の
県
道
77

号
線
沿
い
を
元
気
に
し
た
い
と
活
動
し
て
い

る
市
民
有
志
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
平
成

23
年
度
南
城
市
上
が
り
太
陽
プ
ラ
ン
の
助
成

事
業
で
す
。

︿
県
道
77
号
線
と
は
﹀

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
稲
嶺
十
字
路
周
辺

か
ら
与
那
原
向
け
の
大
里
入
口
ま
で
の
通
り

沿
い
と
し
ま
す
。
ア
ト
ー
ル
な
ど
が
あ
る
通

り
で
す
。

︿
市
民
の
皆
様
に
教
え
て
頂
き
た
い
こ
と
﹀

　
県
道
77
号
線
沿
い
の
店
舗
に
つ
い
て
、
あ

な
た
が
知
っ
て
い
る
イ
チ
オ
シ
の
こ
と
を
教

え
て
下
さ
い
。

・
実
は
あ
の
お
店
が
美
味
し
い
！

・
実
は
あ
の
お
店
は
こ
う
使
え
ば
お
得
！

・
実
は
あ
の
お
店
だ
け
に
し
か
な
い
！

・
実
は
あ
の
お
店
、
こ
ん
な
に
便
利
、
こ
ん
な

に
親
切
。
　
な
ど

　
そ
の
他
、「
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
た
ら

な
ぁ
」
な
ど
の
ご
要
望
も
あ
れ
ば
左
記
連
絡

先
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
参
考
に
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

教
え
て
！

　
あ
な
た
の
イ
チ
オ
シ

教
え
て
！

　
あ
な
た
の
イ
チ
オ
シ

教
え
て
！

　
あ
な
た
の
イ
チ
オ
シ

〈
連
絡
先
〉

Ｅ
メ
ー
ル
：

nanjo77@
gm
ail.com

 

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

ブ
ロ
グ
： http://nanjo77.ti-da.net/

電
話
： 

０
９
０-

４
４
７
１-

４
３
８
５（
金
城
）

募 集

な
な
な
な
プ
ロ
ジ
�
ク
ト



稲堂グスクの場所も二説ある。写真は山里区上方
という説の場所の遠景。

稲堂の殿のある林。殿の祠の後ろが稲堂グスク
という説もある。

No.70（2011.10.5） 9 No.70（2011.10.5） 8

前
回
反
響
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ

ん
の
お
な
じ
み
の
ハ
ー
ブ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

生
命
力
が
す
ご
く
あ
り
、
庭
の
雑
草
扱

い
を
さ
れ
て
い
る
イ
ネ
科
の
ハ
ー
ブ

は
？

答
え
・
・
・
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
で
す
。

こ
の
ハ
ー
ブ
結
構
す
ぐ
れ
も
の
な
ん
で

す
。

昔
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ハ
ー
ブ
な
ど

薬
草
を
使
っ
て
体
の
不
調
を
治
し
て
い

た
人
を
魔
女
と
呼
ん
で
い
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
。

今
回
は
、
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の
良
さ
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

上
手
に
ハ
ー
ブ
を
取
り
入
れ
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
ラ
イ
フ
（
心
と
体
の
健
康
と
癒
し
）

を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
特
徴 

レ
モ
ン
グ
ラ
ス

の
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
オ
イ
ル

（
精
油
）
の
香
り

は
、
そ
の
名
前
の
通
り
レ
モ
ン
に
似

て
い
ま
す
が
、
レ
モ
ン
よ
り
も
遥
か

に
強
く
鮮
や
か
で
、
甘
さ
も
少
し
含

ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
す
。 

■
心

心
理
面
に
関
し
て
は
、
レ
モ
ン
グ
ラ

ス
の
鮮
烈
な
香
り
は
、
心
を
刺
激
し

て
、
や
る
気
を
取
り
戻
す
の
を
助
け

て
く
れ
ま
す
。

■
消
臭

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
は
特
に
室
内
の
嫌
な

匂
い
を
消
し
た
い
と
き
に
、
最
も
効

果
的
な
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル

（
精
油
）
の
１
つ
で
す
。そ
の
鮮
烈
な

香
り
は
、
タ
バ
コ
や
ペ
ッ
ト
な
ど
の

悪
臭
に
も
有
効
に
働
い
て
く
れ
ま
す
。

特
に
タ
バ
コ
の
臭
い
を
消
し
た
い
場

合
は
、
ユ
ー
カ
リ
と
ブ
レ
ン
ド
し
て

強
め
に
ア
ロ
マ
ラ
ン
プ
で
香
ら
せ
て

み
て
く
だ
さ
い
。驚
く
ほ
ど
に
タ
バ

コ
臭
さ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル（
精
油
）は
、

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
に
使
う
オ
イ
ル
と

い
う
意
味
で
、
単
に
「
ア
ロ
マ
オ
イ

ル
」と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

南
城
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
事
業
コ
ラ
ム

 

〜
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
と
癒
し
〜

コ
コ
カ
ラ

今日から生活に「ハーブ」を取り入れてみませんか？今日から生活に「ハーブ」を取り入れてみませんか？今日から生活に「ハーブ」を取り入れてみませんか？

http://www.nanjo-wellness.com/life/life40/

レ
モ
ン
グ
ラ
ス
と
い
う
優
れ
た

精
油
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

南
城
市
産
の
ア
ロ
マ
オ

イ
ル
が
あ
る
の
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

詳
し
く
は
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
ま
で

無
料
会
員
募
集
中

南
城
市
史
だ
よ
り

南
城
市
史
だ
よ
り

南
城
市
史
だ
よ
り

文
化
課
市
史
編
さ
ん
係（
大
里
庁
舎
）  

　
　
　
　

   

1
9
4
7

‾

6
2
2
4

　
た
だ
い
ま
市
史
編
さ
ん
係
で
は

拝
所
な
ど
の
調
査
を
し
て
市
民
の

皆
様
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、
グ

ス
ク
と
呼
ば
れ
る
場
所
を
新
発
見

し
ま
し
た
。

　『
稲
堂
グ
ス
ク
』
で
す
。ミ
ン
タ
マ

グ
ス
ク
と
も
呼
ば
れ
、
知
念
グ
ス
ク

の
見
張
り
所
で
あ
っ
た
と
い
う
話

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
知
念
字
山
里
に
山

口
グ
ス
ク
と
呼
ば
れ
る
所
が
あ
る

と
い
う
情
報
も
得
て
い
ま
す
が
、
詳

細
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
（
情
報
提

供
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
）。

　
グ
ス
ク
は
戦
に
備
え
た
施
設
で

あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
御
嶽
な
ど
が
あ
り
、
聖
域
で

あ
る
と
い
う
グ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

　
市
史
編
さ
ん
係
で
は
、
こ
の
よ
う

に
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
グ
ス
ク

の
把
握
も
行
っ
て
い
ま
す
。少
し
の

事
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
。市
民
の
皆

様
の
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

〜
知
念
字
具
志
堅
の

　
　
　
　
　
　
稲
堂
グ
ス
ク
〜

イ
ナ
ド
ウ

　平成２１年度より、女性特有のがん検診における受診促進及び早期発見と健康意識の普及・啓発を図ること
を目的に開始された事業です。下記の方々を対象に、検診費用が無料となる「婦人がん検診無料クーポン券」を
送付しております。早期発見（治療）・予防に繋げるためにぜひご活用ください。 

　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という自覚、連帯感に基づき、自主的に結成する組織
であり、災害による被害を予防し、軽減するための活動を行う組織です。
　現在、南城市内では佐敷字仲伊保区、冨祖崎区が自主防災組織を結成し活動を行っています。各字で地域の
減災活動にむけて自主防災組織結成にこれから取り組んでいきましょう。

■  平成23年8月28日（日）仲伊保区公民館        
防災マップ作成講習会を開催しました。          
仲伊保区・冨祖崎区の皆さんが参加し津波災害発生時の避難経路等活発な意見が交わされました。

■  平成23年2月20日（日）冨祖崎区公民館
　応急手当講習会を開催。AED（自動体外式除細動器）の使用方法や心肺蘇生法の講習を受けました。

婦人がん（子宮がん・乳がん）検診
　 無料クーポン券対象者について
婦人がん（子宮がん・乳がん）検診
　 無料クーポン券対象者について
婦人がん（子宮がん・乳がん）検診
　 無料クーポン券対象者について

ご本人様で、指
定医療機関へ
予約を入れる。

予約した日に、
無料クーポン券
を持参し受診。◆子宮がん検診【頸部細胞診】

◆乳がん検診 【マンモグラフィ検査】
※子宮体がん検診は対象外です。
※エコー検査は対象外です。

お問い合せ ： 健康課（大里庁舎） 1946-8961お問い合せ ： 総務課（玉城庁舎） 1948-7111

６月頃に南城市役所（健
康課）より、対象者の方へ
『無料クーポン券』
を送付。

【検診を受診するまでの流れ】

【無料婦人がん検診(クーポン券)の対象】

平成 2 年 4月 2日～平成 3 年 4月 1日
昭和 60年 4月 2日～昭和 61年 4月 1日
昭和 55年 4月 2日～昭和 56年 4月 1日
昭和 50年 4月 2日～昭和 51年 4月 1日

21歳
26歳
31歳
36歳

子宮頸がん検診　無料クーポン券対象者　※「子宮頸がん」のみ対象です。
生　年　月　日 年齢（H23.4.2～H24.4.1まで）

昭和 40年 4月 2日～昭和 41年 4月 1日
昭和 35年 4月 2日～昭和 36年 4月 1日
昭和 30年 4月 2日～昭和 31年 4月 1日
昭和 25年 4月 2日～昭和 26年 4月 1日

46歳
51歳
56歳
61歳

乳がん検診　無料クーポン券対象者　※「乳がん（マンモ）」のみ対象です。
生　年　月　日 年齢（H23.4.2～H24.4.1まで）

昭和 45年 4月 2日～昭和 46年 4月 1日 41歳

子宮頸がん検診・乳がん検診  無料クーポン券対象者 ※「子宮頸がん・乳がん（マンモ）」の両方対象です。
生　年　月　日 年齢（H23.4.2～H24.4.1まで）

自 主 防 災 組 織 の 活 動
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南城市役所　健康課（大里庁舎）　年金係　☎098-946-8961  　
浦添年金事務所　国民年金課　　　　　　　☎098-877-0511

■ 所得が少なく、保険料の支払が困難な場合 ■ 所得が少なく、保険料の支払が困難な場合 
県税・市町村税滞納整理強化月間実施要領県税・市町村税滞納整理強化月間実施要領

平成２３年度平成２３年度

南城市国民健康保険税収納対策緊急プラン

一　般　免　除　制　度

■学生本人の所得が一定額以下の場合に申請に
より保険料納付が猶予されます。
■大学、短期大学、高等専門学校、高等学校（夜
間、通信課程含む）の学生が対象。
■特例期間は老齢・障害・遺族基礎年金の受
給資格期間に算入されます。
■特例期間は追納すると老齢基礎年金額に加算
されます。 

目的
県と県内全市町村が、協働して一斉に県税及び市町村税の徴収
強化に取り組むことにより、自主財源及び税の公平・公正を確
保する。

実施主体　南部地区個人住民税徴収対策協議会

実施期間　平成２３年１１月１日（火）～１２月３１日（土）

期間中の主な取り組み 
　・ラジオＣＭスポット放送
　・ポスター掲示、広報用アナウンステープの制作
　・横断幕、のぼり旗の制作、設置
　・県及び市町村広報誌・ＨＰへの掲載
　・滞納処分（差押等）の集中実施、タイヤロックの実施強化
　・不動産公売の合同実施（11月 29日予定） 
　・県、市町村による協働臨戸の実施
平成 23年度 9月 10日現在の滞納処分状況
　○預金差押　　　　30件　　　○不動産差押　　　　　7件　　　　○賃借料差押　3件
　○生命保険差押　　  1 件 　○給与差押　　　　　　1件　　　　○自動車差押　0件
　○タイヤロック　　  2 件　　　○その他（漁業水揚高）  1 件

　国民健康保険（国保）は、病気やケガに備えてみんなで助け合う医療制度です。その国保の財源として、
みなさんが納めている国保税はもちろんですが、財源の約 7割が国、県からの補助金（国庫支出金など）と
なっています。
　国保税の収納率が、目標値を超えると、補助金が増額されるため収納率の向上に努めています。「南城
市国民健康保険税収納対策緊急プラン」を策定し、今年度も、国民健康保険事業の安定を図るため取り組
んでおります。

１．滞納状況の解消
（１）国保資格喪失時の届出及び国保未加入者へ

の勧奨の実施
（２）居所不明者の調査による適正課税の推進
（３）要生活保護者への生活保護申請の勧奨の実

施
（４）多重債務者への債務整理相談の勧奨の実施
（５）時効完成前の納入勧奨及び時効完成後の不

納欠損処理の実施

２．人員の増員等
３．徴収方法の改善等
（１）滞納整理業務の検討及び実施
（２）被保険者の納付の利便を図るため、コンビニ

収納を実施
（３）「コールセンター」を活用し、未納者に自主納

付の勧奨
（４）保険税の控除の実施
（５）口座振替の勧奨の実施
（６）収納強化週間及び月間の実施

４．滞納処分の実施
（１）悪質滞納者に対し財産調査の強化
（２）転出した滞納者の居住調査、財産調査の実施
（３）預貯金等の差押えの実施
（４）納税交渉に応じない滞納者にタイヤロックを

実施

■本人所得、配偶者所得及び世帯主所得が一定額以下の
場合に申請により保険料納付が免除されます。
■免除とされた期間は老齢・障害・遺族基礎年金受給資
格期間に算入されます。
■免除期間は追納すると老齢基礎年金額に加算されます。
■申請の時期によって、前々年の所得で審査を行う場合が
あります。毎年所得申告は忘れないように ! 
■申請手続きはお近くの南城市役所各庁舎、各出張所窓口で ! 
　●大里庁舎　健康課　●玉城庁舎　市民課　●佐敷出張所　市民課　●知念出張所　市民課 

■学生以外の 20 歳代の方の本人及び配偶者の
所得が一定額以下の場合に、申請により 保
険料納付が猶予されます。 
■猶予期間は老齢・障害・遺族基礎年金の受
給資格期間に算入されます。
■特例期間は追納すると老齢基礎年金額に加算
されます。

■申請手続きはお近くの南城市役所各庁舎、各出張所窓口で !
　●大里庁舎　健康課　●玉城庁舎　市民課　●佐敷出張所　市民課　●知念出張所　市民課

■所得額による免除の種類

　全額免除

　４分の３免除

　半額免除

　４分の１免除 

受付期間　11月 1日（火）～ 11月 15日（火）
申込方法　玉城中央公民館・知念中央公民館・大里庁舎 3階教育指導課・佐敷出張所で申込用紙を
　　　　　準備しています。必要事項を記入して応募箱へ入れて下さい。
　　　　　応募者多数の場合には、抽選とし、受講決定者のみに通知いたします。

お問い合せ ： 玉城中央公民館 ☎948-7320　 知念中央公民館 ☎948－1030

お問い合せ ： 税務課（大里庁舎）　☎ 948-7124

お問い合せ ： 健康課（大里庁舎）　☎ 946-8961

歌が好きな人・苦手な方を対象にカラオケ講座を
実施します。

ブログとはインターネット上の日記です。世界に公開
できる「電子日記」のようなものです。

12月　6日（火） 14:00 ～ 16:00　
12月 13日（火） 14:00 ～ 16:00
12 月 20日（火） 19:30 ～ 21:00
場所：玉城中央公民館

Jコース：12月 6日・7日・8日
 　　　　　　14：00～ 16：00
Kコース：12月 13日･14 日･15 日
 　　　　　　14：00～ 16：00
 L コース：12月 20日･21 日･22 日
 　　　　　　14：00～ 16：00
場所：玉城中央公民館

20名 一般成人 各コース14名

最終日は発表会予定。会費 1,000 円 受講料は無料です。テキストは貸し出しますが、
希望者は購入可能です。

実 施 日 時

対象・定員

そ の 他

成人学級（カラオケ教室） パソコン講座（ブログ作成）

公
民
館
講
座

公
民
館
講
座

公
民
館
講
座

※タイヤロック状況
　南城市の平成22年度中の件数は
　8件でした ！

国 民 年 金国 民 年 金 ご相談ください

お問い合せ先

学生納付特例制度 若年者納付猶予制度

免除

免除

免除 納付要

納付要

納付要

免除
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無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
身
近

な
お
悩
み
（
例
え
ば
、遺
産
相
続
問
題
な
ど
）

に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 〈
10
月
の
相
談
日
〉

 

日
時
：
10
月
13
日
（
木
）
14
時
〜
17
時

 

場
所
：
知
念
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
11
月
の
相
談
日
〉

 

日
時
：
11
月
10
日
（
木
）
14
時
〜
17
時

 

場
所
：
玉
城
庁
舎 

２
階 

農
事
研
修
室

 

相
談
員
：
弁
護
士 

永
吉
盛
元

相
談
対
象
者
：
南
城
市
内
に
在
住
の
方　

※
 

事
前
電
話
予
約
可
能
（
相
談
日
の
１
ヶ

月
前
か
ら
受
付
し
ま
す
）（
月
〜
金
・
９
時

〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
・
祝
祭
日
除
く
）

※
 

相
談
人
員
は
毎
月
、
事
前
予
約
と
当
日

受
付
を
含
め
て
10
人
に
達
し
次
第
、
受
付

終
了
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
相
談総

務
課
（
玉
城
庁
舎
）

☎ 

９
４
８‒

７
１
１
１

　

10
月
か
ら
子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
に

は
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま

で
の
半
年
間
の
手
当
額
等
は
、
左
記
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

〈
申
請
手
続
に
つ
い
て
〉

　

10
月
１
日
以
後
子
ど
も
手
当
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
方
（
平
成
23
年

９
月
末
日
現
在
の
子
ど
も
手
当
受
給
者
を

含
む
）
は
認
定
請
求
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

平
成
24
年
３
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
る

と
平
成
23
年
10
月
分
に
遡
っ
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

出
生
・
転
入
等
が
あ
っ
た
場
合
、
出
生
日
、

子
ど
も
手
当
の

法
律
が
変
わ
り
ま
し
た

児
童
家
庭
課
（
大
里
庁
舎
）

☎
９
４
６‒

８
９
９
５

「赤十字社資」募集への
ご協力ありがとうございます。
8 月 1 日～ 8 月 31 日までに市役所で
受け付けた社員加入者をお知らせしま
す（受付順掲載）。
社会福祉課（大里庁舎） ☎946-8996

 〈
職
名
〉
家
庭
相
談
員
・
女
性
相
談
員

 〈
業
務
内
容
〉
家
庭
児
童
相
談
指
導
と
Ｄ
Ｖ

等
の
女
性
相
談

〈
応
募
要
件
〉
児
童
福
祉
、
社
会
福
祉
、
児

童
学
、
心
理
学
、
教
育
学
若
し
く
は
社
会

学
を
専
修
す
る
学
科
ま
た
は
こ
れ
ら
に
相

当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
児

童
あ
る
い
は
女
性
相
談
の
実
務
経
験
の
あ

る
者

〈
勤
務
条
件
〉
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
内
、

３
日
〜
５
日
間

〈
申
請
方
法
〉
臨
時
職
員
登
録
申
請
書
｛
大

里
庁
舎
児
童
家
庭
課
、
各
庁
舎
市
民
課
窓

口
（
玉
城
庁
舎
は
総
務
課
）
に
て
配
布
｝

履
歴
書
を
大
里
庁
舎
児
童
家
庭
課
に
提
出

嘱
託
員
登
録
者
募
集

家
庭
相
談
員
・
女
性
相
談
員

児
童
家
庭
課
（
大
里
庁
舎
）

☎
９
４
６‒

８
９
９
５

◎
中
華
料
理
講
習
会

　
「
家
庭
で
も
で
き
る
プ
ロ
の
味
」

〈
日
時
〉
10
月
23
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

〈
場
所
〉
玉
城
中
央
公
民
館

◎
一
泊
研
修
。
宿
泊
は
中
北
部
予
定
。

〈
日
時
〉
12
月
３
日
（
土
）〜
４
日
（
日
）

〈
内
容
〉
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
実
習
・
見
学
、

健
康
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

◎
生
花
講
習

〈
日
時
〉
12
月
27
日
（
火
）
18
時
〜

〈
場
所
〉
玉
城
中
央
公
民
館

〈
申
込
〉
各
支
部
長
ま
た
は
副
会
長
ま
で

南
城
市
女
性
連
合
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

南
城
市
女
性
連
合
会

☎
９
４
５‒

２
３
４
４
（
玉
城
）

　

精
神
保
健
福
祉
及
び
自
殺
に
関
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
パ
ネ

ル
展
示
、
ビ
デ
オ
放
映
、
施
設
利
用
者
の

体
験
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

様
々
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て
い
る

心
の
病
気
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
っ
て
い

る
と
、
自
分
自
身
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た

の
周
り
に
い
る
人
に
も
回
復
の
手
助
け
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！  

　

多
く
の
方
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

〈
期
間
〉
10
月
24
日
（
月
）
〜
27
日
（
木
）

〈
場
所
〉 大
里
庁
舎 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

＊
障
害
に
関
す
る
相
談
（
期
間
中
毎
日
）　

　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
（
18
日
）

精
神
保
健
福
祉
普
及
週
間

自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

社
会
福
祉
課
（
大
里
庁
舎
）

☎
９
４
６‒

８
９
９
６

「東日本大震災義援金」募集への
ご協力ありがとうございます。
南城市では被災者を支援するため市民
課窓口に義援金箱を設置するなど被災
地への支援に取り組んでおります（受
付順掲載）。
社会福祉課（大里庁舎） ☎946-8996

（株）馬天自動車学校（窓口募金） 殿
（南城市佐敷在）

9,189円

合計金額　　9,189円

合計金額　　398,200円

転
入
日
等
が
あ
っ
た
日
か
ら
15
日
以
内
に

申
請
す
る
と
、
出
生
・
転
入
日
の
翌
月
分

か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

期
間
内
に
手
続
が
な
い
場
合
、
手
当
を

受
け
ら
れ
な
い
月
が
出
て
き
ま
す
の
で
、

必
ず
期
間
内
に
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
末
日
現
在
の
子
ど
も
手
当
の
受
給

者
に
は
、
10
月
下
旬
に
認
定
請
求
の
案
内

を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
内
容
を
確
認
し
、

認
定
請
求
の
申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

施
設
等
の
設
置
者
（
里
親
含
む
）
は
申

請
が
必
要
で
す
。

※

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
手
続
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
場
所
〉

　

児
童
家
庭
課
（
大
里
庁
舎
２
階
）

〈
受
付
期
間
〉

　

平
成
23
年
11
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
30
日
ま
で
（
市
役
所
開
庁
時
間
内
）

〈
必
要
書
類
等
〉

 

① 

印
鑑
（
認
印
可
）

 

② 

普
通
預
金
通
帳
の
写
し
（
請
求
者
名
義

の
も
の
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

 

③ 

健
康
保
険
証
の
写
し
（
請
求
者
の
も
の
）

 

④ 

そ
の
他
状
況
に
応
じ
て
提
出
し
て
い
た

だ
く
書
類
も
あ
り
ま
す
。

※

請
求
者
は
、
父
母
の
う
ち
所
得
の
高
い

方
（
子
ど
も
の
生
計
を
維
持
す
る
程
度
の

高
い
方
）
に
な
り
ま
す
。

〈
支
給
予
定
日
〉

平
成
24
年
２
月
10
日　
（
10
・
11
・
12
・
１

月
分
）

平
成
24
年
６
月
８
日　
（
２
・
３
月
分
）

※

　

平
成
24
年
1
月
20
日
を
過
ぎ
て
申
請

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
２
月

10
日
の
支
給
に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
目
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

掲
示
板

大里団地区長 殿（南城市自治会）

あおぞら第2保育園 殿（南城市大里在）

久高小中学校 殿（南城市知念在）

みなみ保育園 殿（南城市佐敷在）

船越小学校 殿（南城市玉城在）

志喜屋区長  殿（南城市自治会）

百名区長 殿（南城市自治会）

堀川区長 殿（南城市自治会）

大里第二団地自治会長 殿（南城市自治会）

（有）東信開発 殿（南城市玉城在）

仲伊保団地自治会長 殿（南城市自治会）

学研しんかいさしき 殿（南城市佐敷在）

（有）南風原印刷 殿（南城市大里在）

めばえ保育園 殿（南城市佐敷在）

つきしろ自治会長 殿（南城市自治会）

（株）国際事務機 殿（南城市大里在）

（有）玉電エンジニア 殿（南城市大里在）

12,900円

9,500円

11,000円

4,500円

10,000円

75,000円

78,000円

30,000円

13,500円

10,000円

16,800円

3,000円

5,000円

9,500円

94,500円

5,000円

10,000円

平成２３年度
「市県民税第3期分」の納期について

納 期 限
平成２３年10月３1日（月）

※期限内での納税が困難な方には納税相談を行っております。

税務課(大里庁舎） 1948-7124

10月は市県民税第３期分の納期月と
なっております。納め忘れのないよう
早めの納付をお願いします。

●支給月額
・0歳から3歳未満（一律） 15,000円
・3歳から小学校修了前（第1子・2子）
　　　　　　　　　　　 10,000円
・　 〃　 （第3子以降）   15,000円
・中学生（一律）　　　　 10,000円

●所得制限　　なし　

●新たな支給要件等
　・子どもが国内に居住していること
（留学中の場合等を除く。）

　・施設等に入所している子どもにつ
いては、施設等の設置者（里親を
含む）に手当を支給する。

　・未成年後見人、父母指定者（父母
が国外にいる場合のみ）に対して
も、父母と同様の要件で手当を支
給する。

　・離婚協議中で別居の場合等、子ど
もと同居している父、母又は父母
指定者に手当支給可能。

　・保育料、学校給食費等の徴収（未
定）

３つの習慣：●寝たばこは、絶対やめる●ストーブは、燃えやすいも
のから離れた位置で使用する●ガスコンロなどのそばを離れるとき
は、必ず火を消す
４つの対策：●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
●寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する●火災を
小さいうちから消すために、住宅用消火器等を設置する●お年寄りや
身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

平成23年10月1日から平成24年
３月31日までの子ども手当制度
  （平成24年4月以降は、未定です。）

平成23年度 秋季全国火災予防運動（11月9日～15日）

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント

消したはず  決めつけないで  もう一度消したはず  決めつけないで  もう一度消したはず  決めつけないで  もう一度
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求
職
者
、
事
業
経
営
者
の
相
談
窓
口

　

毎
月
１
回
、
大
里
庁
舎
１
階
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
、
求
職
者
や
事
業
主
を

対
象
に
県
内
の
雇
用
に
関
す
る
情
報
提
供

や
相
談
を
受
け
る
窓
口
を
設
置
し
て
お
り

ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
社
会
保
険

労
務
士
の
専
門
家
が
相
談
者
に
対
し
て
、

国
・
県
や
市
町
村
の
雇
用
施
策
を
含
め
、

雇
用
支
援
に
関
す
る
情
報
を
的
確
に
提
供

す
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
求
人
情
報

の
提
供
な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

〈
相
談
費
用
〉
無
料

〈
相
談
日
時
〉

　

10
月
21
日
（
金
）　

10
時
〜
17
時

〈
相
談
場
所
〉

　

大
里
庁
舎
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

グ
ッ
ジ
ョ
ブ

相
談
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

産
業
振
興
課
（
玉
城
庁
舎
）

☎ 

９
４
８‒

１
１
９
０

　

会
結
成
よ
り
１
年
と
な
る
節
目
に
写
真

展
を
開
催
し
ま
す
。
会
員
が
自
分
で
選
ん

だ
、
傑
作
だ
と
思
う
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

 〈
開
催
日
〉
11
月
13
日
〜
15
日

 〈
場
所
〉
シ
ュ
ガ
ー
ホ
ー
ル
集
会
室　
　
　

　

15
名
の
小
さ
い
支
部
で
す
が
、
今
年
度

の
沖
展
、
県
展
で
の
入
選
者
も
出
ま
し
た
。

五
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
の
会
員
が
楽
し

く
、
生
き
が
い
を
求
め
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
毎
月
第
１
金
曜
日
は
撮
影
会
、
第
２

金
曜
日
は
講
評
会
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
も
仲
間
に
な
っ
て
、
一
緒
に
や
り

ま
せ
ん
か
？

開
催
！

入
魂
の
写
真
展

南
城
市
文
化
協
会
写
真
部
佐
敷
支
部

　

平
成
23
年
度　

犬
・
ね
こ
避
妊
・
去
勢

手
術
の
お
す
す
め

　

社
団
法
人  

沖
縄
県
獣
医
師
会
で
は
、
飼

育
さ
れ
る
見
込
み
の
な
い
子
犬
や
子
ね
こ

を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
動
物
愛
護
思
想

の
普
及
啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
、
飼
い

犬
と
飼
い
ね
こ
の
避
妊
・
去
勢
の
た
め
の

手
術
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

〈
助
成
金
額
〉

　

手
術
料
金
か
ら
左
記
の
金
額
を
差
し
引

い
て
、
差
額
分
を
飼
い
主
さ
ん
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

犬 

の 

雄 

： 

５
千 

円

　

犬 

の 

雌 

： 

５
千 

円

　

ね 

こ 

の 

雄 

： 

３
千 

円

　

ね 

こ 

の 

雌 

： 

５
千 

円

〈
対
象
〉

・
県
内
在
住
の
方
が
飼
育
し
て
い
る
犬
、
ね

こ
で
手
術
実
施
時
に
、
生
後
ほ
ぼ
６
ヶ
月

以
上
で
健
康
で
あ
る
こ
と
。

・
犬
は
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
く
登
録
済
み

の
犬
で
、
平
成
23
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射

接
種
済
の
犬
で
あ
る
こ
と
。

〈
募
集
期
間
〉

　

９
月
19
日
〜
12
月
22
日

犬
・
ね
こ
の

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

社
団
法
人 

沖
縄
県
獣
医
師
会

☎ 

８
５
３‒

８
０
１
１

　

２
ヶ
所
の
会
場
に
て
行
政
相
談
と
、
人

権
相
談
を
合
同
で
開
設
し
ま
す
。

　

人
権
相
談
と
は
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
い
じ
め
・
体
罰
に

関
す
る
問
題
、
離
婚
、
扶
養
、
相
続
、
遺
言
、

借
地
、借
家
等
の
人
権
に
関
す
る
相
談
で
す
。

　

行
政
相
談
と
は
、
国
や
県
、
市
町
村
の

仕
事
等
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
、
要
望

な
ど
の
行
政
に
関
す
る
相
談
で
す
。

〈
日
時
〉
10
月
19
日
（
水
）
10
時
〜
16
時

〈
場
所
：
佐
敷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

◎
人
権
擁
護
委
員
：
仲
里
幸
雄
、
島
袋
苗
子
、

城
間
勝
美
、
玉
寄
勉
、
仲
間
光
枝　

◎
行
政
相
談
委
員
：
西
平
守
正
、
照
屋
盛
敏

〈
場
所
：
南
城
市
役
所 

玉
城
庁
舎
〉

◎
人
権
擁
護
委
員
：
大
城
宏
光
、
伊
波
タ
エ

子
、
知
念
幸
子

◎
行
政
相
談
委
員
：
照
屋
盛
宏
、
森
山
真
澄

特
設
行
政
・
人
権

相
談
所
開
設
（
無
料
）

生
活
環
境
課
（
大
里
庁
舎
）

☎ 

９
４
６‒

８
９
８
１

　

国
王
、
聞
得
大
君
が
国
家
安
泰
と
五
穀

豊
穣
を
願
い
訪
れ
た
久
高
・
知
念
参
詣
の

足
跡
を
地
元
ガ
イ
ド
の
案
内
で
巡
り
ま
す
。

　

琉
球
開
び
ゃ
く
の
神
ア
マ
ミ
キ
ヨ
に
ま

つ
わ
る
地
も
案
内
。
王
朝
時
代
の
久
高
島
・

斎
場
御
嶽
の
役
割
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
「
神
の

さ
と
・
南
城
ウ
ォ
ー
ク
」
も
同
時
開
催
。

〈
日
時
〉
11
月
17
日
（
木
）
８
時
半
〜
３
時

　
　
　

  

12
月
18
日
（
日
）
８
時
半
〜
３
時

※

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
希
望
者

は
８
時
集
合
。※

天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
集
合
場
所
〉
安
座
真
港
船
待
合
所

〈
募
集
人
数
〉
各
21
名

〈
参
加
費
〉
３
０
０
０
円
（
ガ
イ
ド
代
・
昼

食
代
・
入
館
料
・
保
険
料
等
を
含
む
）

※

船
代
（
１
３
６
０
円
）
は
別
途

※

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
体
験
者
は
プ
ラ
ス
５
０

０
円
（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
・
絵
解
き
代
含
む
）

〈
申
込
方
法
〉
電
話
・
Ｆ
Ａ
ⅹ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
。
締
切
は
各
開
催
日
一
週
間
前
（
人

数
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了
）。

〈
お
申
込
み
先
〉
南
城
市
観
光
協
会

　

電
話
：
９
４
８‒

４
６
１
１

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://nanjo-w

alk.jp/

琉
球
王
国
聖
地
巡
礼
の
地
を
訪
ね
る

久
高
島
・
斎
場
御
嶽
め
ぐ
り

（
一
社
）
南
城
市
観
光
協
会

☎ 

９
４
８‒

４
６
１
１

　

自
慢
の
お
庭
を
公
開
し
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
で
４
回
目
を
迎
え
る
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
は
「
海
と
緑
と
光
あ
ふ
れ
る
南

城
市
」
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
活

性
を
目
指
し
て
、
個
人
の
お
庭
を
無
料
開

放
し
自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
ご
自
宅
の
お
庭
を
開
放
し

て
頂
け
る
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

〈
募
集
締
め
切
り
〉
10
月
21
日
（
金
）

〈
開
催
期
間
予
定
〉

　

12
月
３
日
（
土
）〜
12
月
11
日
（
日
）

〈
お
申
込
み
先
〉
南
城
市
観
光
協
会

　

電
話
：
９
４
８‒

４
６
１
１

秋
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

（
一
社
）
南
城
市
観
光
協
会

☎ 

９
４
８‒

４
６
１
１

　

貴
重
な
ご
寄
付
は
、
南
城
市
の
将
来
を

担
う
学
生
の
育
英
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

宮
城
太
郎 

様
（
南
城
市
大
里
字
仲
間
）

　

故 

宮
城
信
子 

様
の
香
典
返
し
と
し
て
。

　

仲
村
ト
ミ 

様
（
南
城
市
佐
敷
字
手
登
根
）

　

故 

仲
村
良
栄 

様
の
香
典
返
し
と
し
て
。

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

※受講を希望される方は、まちづくり推進課までご連絡ください。
　お申込み多数の場合は、先着順とさせていただきます。

なんじょう
♥

市民大学 

まちづくり推進課（玉城庁舎）  1948-7110

「子どもたちの未来、地域の未来、地球の未来のために…」
日　時　11月10日(木)午後7時30分～（玉城中央公民館）
講　師　久高島留学センター代表　坂本　清治　氏

～南城市のまち・ひとづくりの仕掛け人たち～

「南城市のブランドを音霊にのせて」
日　時　11月24日(木)午後7時30分～（玉城中央公民館）
講　師　（株）美ら音工房ヨーゼフ代表　仲村　幸夫　氏

～南城市の今・未来をつくる人・企業～公開講座
の

ご案内

公開講座
の

ご案内

公開講座
の

ご案内

受
講
料
無
料

おきなわアジェンダ２１ 県民環境フェア in 南城市おきなわアジェンダ２１ 県民環境フェア in 南城市おきなわアジェンダ２１ 県民環境フェア in 南城市
～ひろめよう　環境教育の日　南城市からの発信～

■ 日　時：１１月２０日（日）
 　　　９：３０～17：００
■ 場　所：南城市玉城総合体育館

お問い合せ ： 生活環境課（大里庁舎）　☎ ９４６‒８９８１          

「環境教育」をテーマに色々な催しを企画しております ！
ご家族そろってのご来場をお持ちしています。

従
業
員
数
が
１
０
０
人
以
下
の
事
業
主
の
皆
さ
ま
！

従
業
員
数
が
１
０
０
人
以
下
の
事
業
主
の
皆
さ
ま
！

従
業
員
数
が
１
０
０
人
以
下
の
事
業
主
の
皆
さ
ま
！

　

平
成
24
年
７
月
１
日
よ
り
、
こ
れ
ま
で
適
用
が
猶
予
さ
れ
て
い
た
「
短
時
間
勤
務

制
度
」、「
所
定
外
労
働
の
免
除
」、「
介
護
休
暇
」
が
、
従
業
員
数
が
１
０
０
人
以
下

の
企
業
も
適
用
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
沖
縄
労
働
局
雇
用
均
等
室
ま
で 

（
☎
８
６
８‒

４
３
８
０
）

　がんじゅう駅・南城の隣接地に地域物
産館のオープンに向けて取り組んでいま
す。観光客、市民等の周知も兼ねるとと
もに、地域物産館開業後において、農産
物販売を行うため、お客様のニーズを把
握することを目的に農産物販売の実証実
験を行います。
　がんじゅう駅南城でこれまで販売して
いる商品の他に、主に毎週土、日に野菜、
加工品等の販売を行います。

お問い合せ
観光・文化振興課　☎ 946-8817
南城市観光協会　 ☎ 948-4611

【実施期間】９月24日～12月17日までの
　　　　　　毎週土日実施
【実施場所】がんじゅう駅南城施設内
【販売時間】10時～17時 
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身
体
障
害
者
が
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
通

し
て
親
睦
と
棋
力
の
向
上
を
図
り
、
健
常

者
と
の
交
流
に
よ
り
障
害
者
へ
の
理
解
を

促
進
し
、
障
害
者
自
ら
も
広
く
社
会
へ
目

を
向
け
る
こ
と
で
生
き
る
活
力
を
養
う
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

〈
日
時
〉
10
月
30
日
（
日
） 

　

午
前
９
時
受
付
、
９
時
半
開
始

〈
会
場
〉
南
城
市
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

〈
参
加
費
〉
１
０
０
０
円
（
学
生
５
０
０
円
）

　
　
　
　

  

弁
当
・
飲
み
物
・
賞
品
代
含
む

〈
参
加
申
込
〉

 

０
７
０‒

５
８
１
５‒

３
１
２
３
（
當
銘
）

 

０
９
０‒

６
８
６
０‒

３
１
２
３
（
我
喜
屋
）

市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

囲
碁
・
将
棋
大
会

南
城
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

〈
対
象
〉
男
女
一
般
（
高
校
生
可
）

〈
場
所
〉
南
城
市
内
体
育
館

〈
時
間
〉
平
日
20
時
〜
21
時
半

〈
会
費
〉
月
千
円

フ
ッ
ト
サ
ル
会
員
募
集
中
！

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
玉
城 

☎
０
９
０‒

３
７
９
３‒

５
６
１
６
（
金
城
）

農家の皆様へ農家の皆様へ

お問い合せ ： 産業振興課（玉城庁舎）  ☎ ９４８－１１９０お問い合せ ： 財政課（玉城庁舎）　☎ 949-7373　　

平成２３年度
ハウス施設資材購入補助金交付

申込みについて

平成２３年度
南城市土づくり奨励補助金交付

請求について

平成２３年度
ハウス施設資材購入補助金交付

申込みについて

平成２３年度
南城市土づくり奨励補助金交付

請求について

〈交付対象施設資材〉  
　¡蔬菜花卉園芸用鉄筋、亜鉛パイプ、その他長期

使用資材
　¡防風用資材（パイプ材、鉄筋鉄骨ネット、カンレイ
シャ）     

〈対象農家〉
　１．南城市内に住所を有し、新規就農者、認定農業

者とする。
　２． １の対象者がない場合、今後も農業を続けると認

められる農家とする。
　３．Ｈ23.4.1以降において、既に施設設置した者及

びＨ24.2.28までに施設設置を完了する者。

〈栽培作物〉     
　野菜、花卉、果樹 

〈補助金交付申請書について〉 
　申込用紙 
　¡補助金交付申請書提出（これから資材を購入した
い農家の方）   

　¡補助金交付申請書提出
　　購入検査申請書提出
　　　　　　（領収書添付）  

〈申込み期限について〉　
　　期限 ： 平成２４年３月９日（金）まで

　　　　申込場所／南城市役所　産業振興課
　　　　　　　　　（担当 ： 新垣　☎948-1190）

年末調整及び法定調書等の作成のしかたについて、「沖縄コンベンションセンター劇場棟（宜野湾市真志喜4-3-1）」
において、以下の日程で開催いたします。

※１．説明会会場へのお問い合わせは、ご遠慮願います。
　２．会場駐車場及び臨時駐車場には限りがありますので、公共交通機関をご利用いただきますようご協力をお願いします。

〈補助の対象となる堆肥、緑肥〉  
　堆　肥…市内農協堆肥及び市内生産堆肥（牛糞、豚糞、

鶏糞のみは対象外）
　緑　肥…クロタラリア・富貴豆・緑豆・そら豆・デンセイ

〈補助金の交付対象要件〉  
　¡本市に住所を有する農家。
　¡年間（Ｈ23.4.1～Ｈ24.2.28）に堆肥１００袋以上（又は

30,000円以上）購入農家。
　¡年間（Ｈ23.4.1～Ｈ24.2.28）に緑肥１，５００円以上購
入農家。

〈補助金の請求〉  
　「土づくり奨励補助金交付請求書」を提出。
　添付書類・領収書（Ｈ23.4.1～Ｈ24.2.28内に購入した
領収書）
　　　＊Ｈ24.3.1以降の領収書は該当しませんので、ご了

承下さい。
　¡通帳の写し（表のみ）
　　　＊振込先金融機関は、沖縄県農協とします。
　　　　口座番号の確認が必要のため、通帳の写しを提出

して下さい。     

〈請求書の提出先及び期限〉    
　提出先 ： 南城市役所　産業振興課 
　　¡農協より購入された方は、農協への提出可。
　　¡農協以外から購入された方は、役所提出となります。 
　期　限 ： 平成24年３月９日（金）まで

〈趣　　旨〉
農薬や化学肥料の使用を抑制し、有機肥料の活用を奨励
することによって、農耕地の地力増強を推進し、安全で栄
養価の高い農産物の産地形成及び農産物の増産を図る。 

◎施設資材購入者に、予算の範囲内で補助金を
　交付します。

◎堆肥、緑肥の購入者に、予算の範囲内で
　補助金を交付します。

｝既施設設置済み農家の方 （ （

開　催　日 時　　間 対　象　地　域
10：00～12：30

13：30～16：00
11月17日（木） 豊見城市、南風原町

糸満市、南城市、八重瀬町、与那原町

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により、毎年度の決算に基づいて健全化判断比率等を算定し、監査
委員による審査、またその意見を付して議会に報告するとともに、市民の皆様へ公表することとなっております。
　この法律は、地方自治体の財政の健全性に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて、財政の早期健全化及び財
政の再生等を図るための計画を策定することとし、その計画の実施促進を図るための行財政の改革を行うことにより、地方自
治体の財政の健全化に資することを目的とし、早期健全化及び再生等の計画策定の義務等を含めた全体の法律の施行は
平成２１年４月からですが、財政の健全化に関する比率の公表については、平成２０年４月から施行されています。
　公表するのは、①実質赤字比率　②連結実質赤字比率　③実質公債費比率　④将来負担比率（以下「健全化判断比
率」といいます。）と⑤資金不足比率　の５指標です。健全化判断比率のうち１つでも早期健全化基準以上である場合は財政
健全化計画を、財政再生基準以上である場合は財政再生計画を定める必要があります。　
　また、資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合は経営健全化計画を定める必要があります。　
　平成２２年度決算に基づき算定された南城市の健全化判断比率及び資金不足比率は、下表のとおりすべて基準を下回り
ました。
　しかしながら、南城市の財政が厳しい状況であることには変わりはなく、これからも行財政改革を推進していきます。

お問い合せ先

那覇税務署（代表　098-867-3101）
○年末調整のしかた　　　　　　　　　　　　　法人課税第2部門（内線　223・237）
○源泉徴収票及び支払調書等の作成　　　　　　管理運営第1部門（内線　114）

○国税についての一般的なご質問は「電話相談センター」でお答えします。音声案内に従い番号「１」を選択
　願います。
○個別的なご相談の場合は、音声案内に従い番号「２」を選択願います。

▲ ▲ ▲

年末調整等説明会のご案内について ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲

健全化判断比率等の公表について ▲ ▲ ▲

資金不足比率

※資金不足比率が算定されない場合は「 （̶該当なし）」で表示し、参考に黒字の比率を（△）で示す。

項　　目 水道事業会計 下水道事業特別会計 海浜公園事業特別会計

20.0 20.0 20.0 

̶
（△16.86）

̶
（△14.57）

̶
（△14.89）平成22年度

経営健全化基準

（単位：％）

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合、実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合は
　「－（該当なし）」で表示し、参考に黒字の比率を（△）で示す。 

項　　目 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成22年度

早期健全化基準

財政再生基準

健全化判断比率

̶
（△7.05）

̶
（△9.08）

13.25

20.00

18.25

40.00

8.5

25.0

35.0

45.2

350.0

（単位：％）
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お問い合せ ： 南城市上下水道部　水道総務課  1946-8993

下水道の接続推進にご協力を！下水道の接続推進にご協力を！

平成２３年度標語 下水道　生きものすべての　いのちのわ

農漁業集落排水事業

公 共 下 水 道 事 業

行政人口
12,497
11,550
5,246
29,293

11,519
40,812

利用可能人数
4,029
10,808
4,919
19,756

8,002
27,758

整備率
32.2％
93.6％
93.8％
67.4％

69.5％
68.0％

接続人数
3,947
7,493
2,807
14,247

3,951
18,198

接続率

行政人口 利用可能人数 整備率 接続人数 接続率

98.0％
69.3％
57.1％
72.1％

49.4％
65.6％

下水道接続率 平成23年7月末

佐敷地区の津波古、新開、新里、兼久、小谷、佐敷、手登根の一部については、下水道接続可能ですが、他の地域は、現在、整備中でございます。

大 里 地 区
玉 城 地 区
知 念 地 区
合 　 　 　 計

佐 敷 地 区
市 　 全 　 体

日 月 火 水 木 金 土

8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

法律相談……………………………
健診・検診………………………… 
予防接種・母子保健事業………… 
シュガーホール……………………
◯消 消費生活相談……………………
　（毎週火曜 大里庁舎2階 10時～12時・13時～16時）
◯こ こころとからだの健康相談……
　（毎週火曜・金曜地域活動支援センター  13時～17時）

1948－7111
1946－8961
1946－8987
1947－1100
1946－8981

1880－0576

こ消

こ消

こ消

こ消

こ消

こ

こ

こ

こ

こ

南城市の予定行事カレンダー南城市の予定行事カレンダー南城市の予定行事カレンダー10月

23 24 25 26 27 28 29

30

7610/5

31 11/1 11/2 11/3 11/4 11/5

11/6 11/7 11/8 11/9 11/10

体育の日

文化の日

特定健診（佐敷老人
福祉センター／9:00～
11:00）

特定健診（玉城中央
公民館／9:00～11:00）

市県民税第3期分
納期限 

特定健診（大里総合
保健福祉センター／9:00
～11:00）

ＢＣＧ（3ヶ月～6ヶ
月未満）（沖縄県総合
保健協会／1 5 : 3 0 ～
16:00）

ＢＣＧ（3ヶ月～6ヶ
月未満）（沖縄県総合
保健協会／1 5 : 3 0 ～
16:00）

１歳半児健診（大里
総合保健福祉センター／
13:30～15:00）

乳児一般健診（大里
総合保健福祉センター／
13:30～15:00）

１歳半児健診（大里
総合保健福祉センター／
13:30～15:00）

なんじょう♥市民大
学公開講座(⇒p15)
無料法律相談（⇒
p12）

ポリオ予防接種（大
里総合保健福祉セン
ター／13:00～14:00）

ポリオ予防接種（大
里総合保健福祉セン
ター／13:00～14:00）

3歳児健診（大里総合
保健福祉センター／
13:30～15:00）

無料法律相談（⇒
p12）

精神保健福祉普及
週間（～27日まで）
（⇒p13）（大里庁舎
エントランスホール）

特設行政・人権相談
所（⇒p14）（佐敷老
人福祉センター・玉城庁
舎／10:00～16:00）

グッジョブ相談ス
テーション(⇒p14)

市制施行5周年記念
シンポジウム（シュ
ガーホール／14:00～）

中華料理講習（問：市
女性連合会☎945-2344）
（玉城中央公民館／
14:00～16:00）

第10回尚巴志ハー
フマラソン（⇒裏表
紙） 

立ち止まりあいさつ 毎朝、登校は７時５５分まで立ち止まりあいさつ 毎朝、登校は７時５５分まで

●日　時：10月23日（日）10時～15時
●場　所：シュガーホールつきしろ広場（雨天の場合は２Ｆ集会室）
●出店料：５００円
●主　旨：心のこもった手づくり作品を介して、市民の交流を図ると共

に創作活動の向上に繋がる事を目的とする。
●主　催：シュガーホール助っ人倶楽部

※テント、テーブル、イスなどは各自ご持参
下さい。

※お車での直接搬入は出来ませんので、
台車などをご用意ください。

心があたたまります様に・・・「ぽかぽか手づくり市」

お問い合せ・申込 ： ０９０-３７９０-６６３９（平田）※必ず事前にお申し込み下さい。

この「ぽかぽか手づくり市」は、南城市誕生５周年記念シンポジウムのタイアップイベントとして開催されます。

佐敷小学校
○さいごまで ○しんけんに ○きょうりょくして

本校の重点目標⇒自ら学び、自ら考えて行動する子

明るく 伸び伸び 元気いっぱい さしきっ子！明るく 伸び伸び 元気いっぱい さしきっ子！

夏休みのラジオ体操皆出席児童を表彰 地域人材を活用した学習 アメリカンスクールとの交流学習の推進

自慢の恵まれた学習環境
（県緑化推進コンクール最優秀賞）

「食育」教育に力を入れています。
（平成23 ・24年度文科省・県指定）

「もくもくてきぱきピカピカ」
清掃時間は無言の徹底

自転車のヘルメット着用義務化宣言
（平成22年10月10日）

朝はシャボン玉と水車がお出迎え

学習発表会は最高の舞台
シュガーホールで ！

本校の特色

学校だより

さしきっ子の「凡事徹底」
・立ち止まりあいさつ
・7時55分までに登校
・ていねいな言葉づかい
・しっかりと話を聞く
・自転車のヘルメット着用
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